
産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業 × 産学官連携による実践的キャリア教育専門家育成事業 
[テーマＢ]インターンシップ等の取組拡大（文部科学省事業）        （大阪府 地域人づくり事業） 

堺市 さかいJOBステーション 

  

大 学 名  T E L  

ご 住 所  F A X  

ご担当者 
（部署名）            

（E-Mail） 参加希望 

人数 

 

日 時：２/23(月）13:30～17:30 
（受付開始：13:00） 

場 所：大阪府立大学 Ｉ-site なんば 
ｶﾝﾌｧﾚﾝｽﾙｰﾑＣ１～Ｃ３ 

〒556-0012 大阪市浪速区敷津町２丁目１番４１号 

対 象：キャリアセンター教職員の方 

募集定員：12 校（1 校につき2 名程度） 

持 ち 物：名刺 

 
 

 

 

 

（月） 
 

（金） 

産学交流会 
 

産学交流会 
■PROGRAM 

 

①企業「新卒学生の採用における企業のホンネ」 

参加企業が新卒学生の採用について、企業の本音

を語ります。 

②学生「就職活動における学生のホンネ」 

参加学生が就職活動における本音を語ります。 

③ ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ：「企業理解について」 

「企業理解を深めるために、企業と学生が協力し

てできること」について、意見交換をします。 

 ⇒プログラムを考え ⇒全体で共有します。 

④企業×大学 名刺交換 

  企業と大学と担当者同士の名刺交換により、企業と

大学とが知り合います。 

■企業と学生とをつなぐ 

 
【STEP2の概要とねらい】 

●企業と学生が「新卒学生の採用・就職活動」をテーマに意

見交換する. 

●新卒学生の就職活動における中小企業に対するホンネを知

る.（例：企業イメージ、企業選びの基準 など） 

●企業の考えと学生の想いのギャップを知る. 

●企業と学生の意見交換後、キャリアセンター職員が気づい

たことを述べる. 

●企業、学生のギャップを埋めるプログラム（キャリア教育）

を探る. 

● 

 

 

問合先 
070-1600-1401 
受付時間：9:00～18:00（土・日祝休） 

 

072-238-47７0 

Mail 

 

TEL 

TEL 

 

FAX 

gj-s@l-ork.jp 

 

070-1600-1401 

〒556-0012 大阪市浪速区敷津町２丁目１番４１号 

大阪府立大学 Ⅰ-site なんば内 ２階 Ｃ５ 
※ご記入いただきました個人情報は、産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業（文部科学省事業）、産学官連携による実践的キャリア教育専門家育成事業（大阪府 地域人づくり事業）

及び堺市（さかいJOBステーション）が責任を持って管理し、許可なく第三者に提供することはございません。また、個人情報は産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業（文部科学

省事業）及び産学官連携による実践的キャリア教育専門家育成事業（大阪府 地域人づくり事業）において、産学交流会の実施、事業の実施及び成果の報告のために使用するものであり、それ以外の

目的で使用することはございません。 

 
※ご記入いただきました個人情報は、一般財団法人大阪労働協会が責任を持って管理し、許可なく第三者に提供することはございません。ただし、個人情報を取り扱う業務一部または

外部委託することがあります。また、個人情報は、今後さかい JOB ステーションにおいて実施するサービスのご案内等に使用させていただきます。それ以外の目的では使用いたし

ません。 

 

主催：産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業[テーマＢ]インターンシップ等の取組拡大（文部科学省事業） 

構成大学：和歌山大学・大阪府立大学・兵庫県立大学・追手門学院大学・大阪音楽大学・大阪成蹊大学・大手前大学・神戸学院大学・大阪音楽大学短期大学部 

産学官連携による実践的キャリア教育専門家育成事業（大阪府 地域人づくり事業） 

受託事業者：AHC・ORK共同企業体[構成団体：株式会社アソウ・ヒューマニーセンター、一般財団法人大阪労働協会] 

   堺市、 さかいJOBステーション 

協力：産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業[テーマＡ]（文部科学省事業） 

一般財団法人 大阪労働協会 
 

一般財団法人 大阪労働協会 

キャリア教育専門家育成事業 運営事務局 

 

キャリア教育専門家育成事業 運営

事務局 

産学交流会 参加申込書 ※必要事項をご記入の上、下記Mail-アドレスまでご送信ください。 
 

申込締切：1月 30日（金） 

 

申込締切：●月●日（●） 

STEP2：“ホンネで語る！”企業と学生の交流会 

 

大学向け 

Mail 

 

TEL 

TEL 

 

FAX 

【アクセス】 

地下鉄御堂筋線 

「なんば」駅より約1000m 徒歩約１５分▶ 

南海電鉄 

「なんば」駅より約800m 徒歩約12分▶ 

 
【アクセス】 

JR 阪和線「堺市」駅より約200m ▶ 

参加無料 

要予約 



 

■「産学交流会」全体の流れ 

 
【主旨】 

大学生を産業人材へと育成するキャリア教育、キャリア支援のあり方について、大阪府内（特に堺市内を重点とする）中小

企業の経営者と大学関係者（キャリア教育を担当する教員及びキャリア支援に携わるキャリアセンターの職員）が、率直な意

見交換をするとともに、産学が連携して実践できるプログラム（インターンシップの多様化、アクティブ・ラーニング、 

PBL[Problem/Project Based Learning]など）の構築を図ります。 

また、プログラムの実践をとおして、大学生のキャリア教育、キャリア支援のプラットホーム化をめざします。 

 

 
大阪、兵庫、和歌山地域の発展を担う人材を育成するために、現在

地域でインターンシップに取り組んでいる団体等とともに「地域イン

ターンシップ推進組織」を構築し、中小企業を含めた広域でのインタ

ーンシップ等の拡充・定着を図ることを目指しています。 

また、インターンシップ等及びその多様化を含め、学修プログラム

として質の向上を図り実践の質を高めていく中でキャリア教育の充実

を図るとともに、その効果を高めるために必要不可欠とされるコーデ

ィネーターや指導できる専門指導人材の養成を図ります。取組の一つ

として、大学と企業の交流会を実施します。 

 
[構成大学] 

和歌山大学・大阪府立大学・兵庫県立大学・追手門学院大学・ 

大阪音楽大学・大阪成蹊大学・大手前大学・神戸学院大学・ 

大阪音楽大学短期大学部 

 
若者が早期離職することなく、地域の中小企業において定着し、働

き続ける産業人材の育成を目的としています。その達成のために、大

学在学中から学生に対し、中小企業の魅力を発信し、伝えていく取組

として有効とされている PBL （ Problem/Project Based 

Learning：課題解決型学習）やインターンシップに代表される実践

的産学官連携プログラムを実践します。 

また、実践的キャリア教育に関する専門人材の育成と大学内での実

践ノウハウの蓄積を図ります。 

加えて、大学が輩出する人材と企業が求める人材のミスマッチを解消

し、地域の中小企業で定着し、働き続ける産業人材を育成するための

企業・地域・大学の連携協働プラットホームの構築をめざします。 

 

 
[事業運営] 

AHC・ORK共同企業体（株式会社アソウ・ヒューマニーセンターと 

一般財団法人大阪労働協会の共同事業） 

【STEP2 当日のスケジュール】 

13:00～13:30  受付 

13:30～13:35  『産学交流会』開会のあいさつ  

13:35～14:25  ① 企業 「新卒学生の採用における企業のホン

ネ」 

14:35～15:25  ② 学生 「就職活動における学生のホンネ」 

15:35～16:35  ③ 企業×学生  

グループディスカッション「企業理解につい

て」 

16:35～17:00     ＜発表、共有、まとめ＞ 

17:00～17:30  ④企業×大学 名刺交換会 

17:30～17:40  『産学交流会』閉会のあいさつ 

17:40～18:00  自由交流 

 

日時：２月２３日（月）13:30～17:30 

場所：大阪府立大学 Ⅰ-site なんば ２階 

          ｶﾝﾌｧﾚﾝｽﾙｰﾑＣ1～Ｃ3 

参加：①企業 12社／1社につき2名程度 

・企業経営者の方 
※堺市内企業⇒さかいＪＯＢステーションサポーター企業 

②学生 20名（最大30名／１回生～３回生） 
※産学官連携による実践的ｷｬﾘｱ教育専門家育成事業参加大学必須 

③大学 1２校／1校につき2名程度） 

・キャリアセンター教職員（参加の場合は学生引率） 
※産学官連携による実践的ｷｬﾘｱ教育専門家育成事業参加大学必須 

④学生 24名 
※交流会聴講希望者(大学院・大学・短大・全学年対象) 

 ２7年度 

企業×学生 

※ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰ職員 

企業経営者 

×大学教員 

企業ニーズ 

を知る 

学生ニーズ 

を知る 

企業と学生の 

ギャップを知る 

STEP1 

本日 

STEP2 

企業×ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰ職員 

大学教員 

キャリア支援 

プログラムの開発 

キャリア教育 

プログラムの開発 

STEP4 

企業×大学 

STEP5 

＜シンポジウム＞

キャリア教育と実

践的プログラムの

今後について 

企業×大学教員 

 ×ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰ職員 

STEP3 

実践的プログラ

ムの成果報告及

び振り返り 

26年度 

文部科学省事業 

産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業 

[テーマＢ]インターンシップ等の取組拡大 

「地域インターンシップの体制整備を通じた 

キャリア教育の充実」 

 

大阪府 地域人づくり事業 

「産学官連携による実践的キャリア教育専門家育成事業」 

 

【産学交流会の流れ】 

 

■STEP2：“ホンネで語る”企業と学生の交流会 


